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２ 秋田県の主な取り組み
１ 主な事業等一覧 Ｈ２０年度から実施している主な取り組み２

Ｈ２１年度から実施している事業３

Ｈ２２年度から実施している新規事業４

少人数学習推進事業（少人数学級、少人数授業 （Ｈ１３～））
※子どもの個性を生かし、子どもの多様性に応える教育活動を展開する。

（ 、 ）、 （ 、 ）少人数学級 小１･２年 中１年 少人数授業 小３～６年 中２･３年

学習状況調査 （Ｈ１４～）
※各学校の授業改善及び県教育委員会の教育施策の改善に生かす。

・毎年悉皆で調査（対象：小４～中３）＊Ｈ２０からは小４～中２

算数・数学学力向上推進事業 （Ｈ１７～）
「 」「 」 、 。※ 分かる できる 算数・数学授業を実現し 基礎学力の向上を目指す
・算数・数学学力向上推進班の設置 ・単元評価問題の配信、

教育専門監の配置（Ｈ１７～、義務教育課はＨ１８～）
※教科指導に卓越した力を有する教諭を複数の学校で活用する。

・Ｈ１８（４市町村４名）→・Ｈ２１（１４市町村１６名）

学校教育の活性化に係るアンケート（Ｈ１０～１９）
※学校教育に関する保護者の声を教育施策及び学校運営の改善に生かす。

・中学校→小学校→高校・特別支援学校の順で抽出調査

科学する心を育む夢プラン事業（Ｈ１２～２０）
※直接体験を通して子どもたちの科学的な見方や考え方を高め、主体的に

問題解決する資質や能力を育成する。
・サイエンスキャンプ ・おもしろ理数教室

「英語とコンピュータが使える秋田の子ども」育成事業（Ｈ１６～）
※中学校卒業までに英検３級程度、高等学校卒業までに英検準２級～２級

程度の実践的な英語力を育成する。
・英語コミュニケーション推進班 ・英語能力判定テスト、

、※中学校卒業までにコンピュータやネットワークを学習に活用できる程度
高等学校卒業までに職場や進学先で活用できる程度の技能を育成する。
・情報学習支援事業（Ｈ１３～Ｈ１６）

学校・大学パートナーシップ事業 （Ｈ１７～１９）
※秋田大学の支援により、学習意欲の喚起と学習機会の拡充を図る。
大学生学習チューター、出前授業、学校まるごとパワーアップモデル校

資料９小学校まなび・ふれあい充実事業
※１１の小規模小学校（推進校）に講師を配置し、自由度の高い学校運営

や教育課程の編成を可能とする。

資料１０先端科学体験事業
※児童生徒の夢や希望を育むとともに、理数系教科の学習意欲の向上を図
り、理数系分野への進路についての関心を高める。
・子ども夢体験 ・ドリーム講座

資料１１
チェンジあきた・教育プロジェクト事業（あきたＧＰ）

※小・中学校を単位とした特色ある教育プロジェクトの提案を基に、児童
生徒のさらなる飛躍を促す取り組みを推進する （上限５００万円）。

夢創造！！チャレンジ推進事業 （Ｈ２０～）
・大学生学習チューター ・出前授業 ・学力向上推進カウンセラー、、 、
・地域学習教室

読解力向上のための指針の作成（Ｈ２０～）
※「読解力を身に付けた秋田の子どもの育成を目指して」の作成

「秋田わか杉っ子 学びの十か条 （Ｈ２０～）」
、 。※本県の児童生徒の学びのよさを十か条にまとめ そのアピールと定着を図る

わか杉思考コンテスト （Ｈ２０～）
※児童生徒の思考力や洞察力を養い、算数・数学をさらに発展的に学ぼうとす
る意欲を向上させることを目指し、難問を根気強く考える機会を設ける。

資料８秋田わか杉っ子学び充実事業（Ｈ２０～）
※全国学力・学習状況調査結果を分析し、教育施策や教育活動等の改善の

方策を策定するとともに、県内外に広く紹介する。
・検証改善委員会による分析と提言 ・学力向上県民フォーラムの開催

資料１２学力向上推進事業
※学習状況調査事業、算数・数学学力向上推進事業、理科支援員等派遣事
業、特色ある教育活動支援事業（チェンジあきた）を整理、統合。
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Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

○ふるさと教育（Ｈ５～） ＊資料１参照
＊ふるさと子どもﾄﾞﾘｰﾑ支援事業(H11)…１校あたり１００万円

＊ふるさと子どもﾄﾞﾘｰﾑｱｯﾌﾟ事業(H12～H14)…１校あたり５０万円程度

＊ﾄﾞﾘｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ支援事業(H15～H19)…１校（希望校）あたり２５万円程度

○「楽しい授業 「分かる授業」の創造」

○学校活性化アンケート

○科学する心を育む夢ﾌﾟﾗﾝ事業

○少人数学習推進事業＊資料３参照

○学習状況調査＊資料４参照

○英語とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ育成事業
＊英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進班(H16～H18)

○算数・数学学力向上推進事業＊資料６参照
＊単元評価問題の配信(H17～)

＊思考コンテスト

○ﾊﾛｰｽｸｰﾙ・ほっとｴﾘｱ運動 ＊資料２参照
＊みんなの登校日(H17～H19）

○学校・大学ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業

○教育専門監
夢創造ﾁｬﾚﾝｼﾞ事業・
読解力向上の指針・
学びの十か 条・
高校生ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ事業・
･わか杉っ子学び充実事業 資料８

・まなび・ふれあい充実事業
・先端科学体験事業
・チェンジあきた
資料９ 資料１０ 資料１１

授 業 改 善
学 力 向 上

経営改善
活 性 化

地 域 連 携

大 学 連 携

学習意欲向上

心の教育

県教委が牽引役として・・・



- 10 -

２ 主な事業等の内容
＊資料３参照（１）少人数学習推進事業

＜充実のための取り組み＞
・計画書の作成と提出

～実施体制と確立、目標設定～

・報告書の作成と提出
～実践の成果確認～

・各教育事務所による加配校計画訪問
～定期の実践チェック、充実のための支援～

・ チェックポイント」の作成と活用「
～自校の実践の充実のためのチェック表、研修の推進～

・実践事例集作成
～優れた実践の紹介、各校の実践の参考資料～

・加配措置の改善
～県の裁量から市町村の裁量へ～

＊資料４参照（２）学習状況調査
＜充実のための取り組み＞

・問題づくりの工夫
～評価規準に基づいた問題、設定通過率の設定～

～国の教育課程実施状況調査問題等の類似問題の導入～

～教科の課題解決のための問題の配置～

～活用を意識した問題の配置（実生活との関連や記述式）～

・結果の活用の充実
～各校での自己採点による結果の把握・活用（７月）～

～自校結果データに基づいた分析と改善方策の策定（９月）～

～報告書の活用（１２月）～

＊資料５参照（３）教育専門監の配置

＊資料６参照（４）算数・数学学力向上推進事業
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